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《症例報告》

人工股関節置換術後のLooseningを起こした一症例の解析
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　要旨　骨シンチグラムは人工股関節置換術後に発症するlooseningの診断に有用とされている．

　今回，58歳の女性で人工股関節置換術施行後11か月頃，左大腿部に持続する疹痛を訴えた症例に対し，

99mTc－MDPによる骨シンチグラムを施行した．単純X線写真では異常を認めなかったのに対し，骨シン

チグラムではprosthesisのfemoral　component先端に異常集積を認めた．この所見はretrospectiveに見直

すとlooseningの初期のsignと考えられた．術後24か月，　X線写真によりlooseningと診断されたが，同

時期の骨シンチグラムについてX線写真の所見と比較し検討した，

1．はじめに

　人工股関節置換術後に股関節部あるいは大腿骨

に疹痛を起こす主な原因として，生体とprosthesis

の接合部での炎症，およびlooseningが考えられ

る．その診断には骨シンチグラムが単純X線写真

に比べて感度が高いとされている1’v3）．しかし，

わが国での骨シンチグラムの有用性についての報

告は調べ得た限りでは見当たらない．当院におい

て過去3年間に置換術を施行した症例は25例ある

が，そのうち1例にlooseningを経験したので，

この症例のX線写真および骨シンチグラムを

retrospectiveに検討した．その結果骨シンチグラ

ムがlooseningの早期診断に役立つこと，および

この症例のシンチグラムがlooseningの一つのタ

イプの所見を示していると思われたのでここに報

告する．
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II．症　　例

　58歳女性．昭和59年2月左変形性股関節症に

対し人工股関節置換術を施行された．術後11か月

頃，時々左大腿骨部の疹痛を訴えた．X線写真上

ではloosening，炎症を示す所見はなかった（Fig．

lA）が，同時期の骨シンチグラムでは，　prosthesis

の下端に相当する部位に正常の経過をたどる症例

に比べて限局性の強い集積を認めた（Fig．　IB）．

このシンチグラムは99mTc－MDP　740　MBq（20

mCi）投与3時間後，東芝ガンマカメラGCA－401

にて撮像した．落痛は持続し，術後24か月のX線

写真で，prosthesis先端に幅広いclear　zoneが確

認され（Fig．2A），　looseningと診断された．同時

期の骨シンチグラムには同部に外側に偏した強い

異常集積を認めた．さらにclear・zoneの拡大に対

応する所見としてprosthesisの長さにわたって大

腿骨骨幹部の異常な集積低下が認められる（Fig．

2B）．

皿1．考　　察

　人工股関節置換術後のlooseningは主として大

腿部prosthesis先端と臼蓋部に起こる．一般には

前者が多く，大腿骨部の疹痛がいつまでも持続し

たり，増強するときにはlooseningを疑う必要が

ある．単純X線写真上ではprosthesisのfemora1
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Fig．1A　　X－ray　taken　l　l　months　after　the　surgery．　A

　　　　　　　“clear　zone”around　the　femoral　prosthetic

　　　　　　　component　was　not　observed．

磁

R

柏・”㎡羨∴，

　　萎r・へ｝

難，
　’　　t　L　ド’モハ　　　モ

　れぼ
　、ヒ

灘

ノンぴさ

毒

　　レ
、：ミ：ミ纂

’‘｝
☆

ゴ・

鐸　　；．
　　、き〉言

　’る巳

、ぶジ L
Fig．1B　Bone　scintigram　taken　at　the　same　time

　　　　　　revealed　an　abnormal　accumulation　of　99mTC－

　　　　　　　MDP　to　the　distal　end　of　proshtesis．

component周辺にclear　zoneが生じ，これが2

mmの幅を越えるときはlooseningと診断される．

骨シンチグラム上，術後早期には全例prosthesis

先端に集積の増加が見られ，その後約1年にわた

り時間の経過とともに集積の程度が減少して行く．

それ以後はある程度の集積が持続することもあ
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Fig．2A　X－ray　taken　24　months　after　the　surgery．

　　　　　　　Wide“clear　zone”was　observed　adjacent　to

　　　　　　　the　prosthesis．　The　finding　was　compatible

　　　　　　　with　the　loosening　of　prosthesis．
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Fig．2B　Bone　scintigram　taken　at　the　same　time

　　　　　　　revealed　more　prominent　accumulation　of

　　　　　　99mTc－MDP　in　the　same　area　as　in　Fig．　IB．

　　　　　　　Besides，　diaphysis　of　femoral　shaft　was　ab－

　　　　　　　normally　lucent．　This　was　due　to　Ioss　of

　　　　　　　bony　tissue　around　the　prosthesis．

る4｝．当院での正常例patternでは，術後早期に

は全例prosthesis先端に集積を認め，時間の経過

とともに集積が低下していくものと，中等度～軽

Presented by Medical*Online



人工股関節置換術後のLooseningを起こした一症例の解析

度の集積が手術直後から変化せずに1年後も持続

していくものとに分かれ，しかも集積は骨幹部の

ほぼ正中に位置し，偏位が見られるものはなかっ

た．本症例ではX線上clear　zoneが明らかでは

ない時期の骨シンチグラムで，すでにこの部に正

常patternとは異なる強い異常集積があった．こ

のような場合，looseningのみであるのか，ある

いは感染の合併が存在するのかが問題となる．文

献的には，異常集積がびまん性である場合，感染

を考慮する必要があり，限局性の異常集積では

looseningが考えやすいとの報告がある1・5）．今回

のprosthesis先端の限局性の異常集積はloose－

ningの所見として信頼性が高く，retrospectiveに

見直して，やはりlooseningを考えるべき症例で

あった．したがって臨床的にlooseningを疑う場

合，骨シンチグラムとX線検査とを併用し，正常

例におけるその時期の反応性集積に比べて異常に

強い集積を見るときは，注意深い観察，あるいは

looseningを想定した治療を開始する必要がある

ものと思われる．

　本症例ではprosthesisのfemo「al　comPonentが

大腿骨の外方を圧迫する力が常時加わったために，

compact　boneの吸収が外側に強く起こっており，

骨シンチグラム上の集積も外側に偏している．

IV．まとめ

159

　骨シンチグラムがX線写真に先行してloose－

ningの所見を示していた症例を呈示した．　X線写

真でlooseningと診断されたときの骨シンチゲラ

ムはX線所見をよく反映していた，
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Summary

Analysis　of　a　Case　with　Loosening　after　the　Total　Hip　Replacement

Masahito　KARIKoMI＊，　Guio　UcHIYAMA＊，　Kenji　KAcHi＊，　Hajime　FuJIMoTO＊，

　　　　　　　Toshihiko　HIHARA＊，　Yoshihiro　SAITo＊，　Tsutomu　ARAKI＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　lkumasa　NAKAJIMA＊＊

＊Depart〃lent（）f　Radiotogy，＊＊Depar’〃le〃τρゾOrthopedic　Surgery，　Ya〃ianash　iルfedieal　Co／lege

　A58－year－old　female　complained　of　intermittent

pain　on　her　left　thigh　l　l　months　after　the　total　hip

replacement　surgery　of　her　left　h▲p　joint　with

an　artificial　prosthesis．　While　an　X－ray　showed　no

abnormality，　a　bone　scintigram　revealed　an　ab－

normal　accumulation　of　99mTc－MDP　to　the　distal

end　of　femoral　prosthetic　component．　This　finding

was　retrespectively　thought　to　be　the　early　sign　of

loosening．　Twenty　four　months　after　the　surgery，

the　loosening　of　prosthesis　was　diagnosed　by　an

X－ray．　Bone　scintigram　taken　at　this　time　was

analyzed　with　special　reference　to　X－ray　findings．

　Key　words：Total　hip　replacement，　Loosening，

99mTc－MDP　bone　scintigram．
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